
家族に事故防止への協力を求めれば家族の意識も変わる 

相談員のための

■家族の意外な反応にビックリ
  Ｍさん（女性・81歳）はショートステイを利用している認知症の重い利用者ですが、キーパーソン

の娘さんが絶えず転倒を心配されます。利用の度に「絶対転倒させないで下さい」と念を押しますが、

相談員は「全ての転倒を防げる訳ではありませんし、転倒防止のために立たせないようにすることも身

体拘束が法令で禁止されているのでご理解をお願いします」ときちんと説明しています。 

 ある時、Ｍさんの利用時に服薬をチェックしていると、抗精神病薬が新たに処方されていました。相

談員は、「抗精神病薬が処方されていますが、何かあったのですか？」と尋ねました。すると、「デイ

サービスで他の利用者さんに迷惑をかけてしまったので、お医者様に相談したら落ち着く薬だと言って

処方してくれたのです」と答えました。ところが、Ｍさんは３日間の利用で５回も転倒し、娘さんは相

談員に「骨折したら困ります。転倒は絶対に防いで下さい」と懇願してきます。相談員は、「新しい転

倒骨折事故防止」セミナー(ＡＤ主催)を受講した際に入手した、「家族向けの転倒の原因となる服薬チ

ラシ」を見せて、Ｍさんも転倒につながる薬を飲んでいるので、ご家族から医師にご相談いただけませ

んか？」と提案しました。すると、娘さんは「え？転倒につながる薬があるのですか？本当ですか？」

と驚き、すぐにお医者様に相談します」と言いました。 
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事例から学ぶ 

転倒の原因となる服薬を家族に知らせてみたら 
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■施設職員だけで事故は防げない

施設の職員は自分たちだけで事故を防ごうとしま
す。しかし、家族の協力がなければ防げない事故も
たくさんあるのです。ショートの利用者は在宅の利
用者ですから、施設側が服薬の見直しをすることは
できません。服薬が原因で起こる転倒事故に対して
、施設職員は「見守りの強化」と言ってマンパワー
だけで防ごうとしているのです。 

 ですから、施設はもっと家族に対して「家族の事
故防止に対して責任と役割があることを認識しても
らい、家族の協力を求めるべきなのです。上記事例
の娘さんのように「お母様の転倒の原因は服薬も多
いのですよ」と説明すれば、転倒の根本原因を改善
してくれるかもしれません。 

ショートの家族向けの服薬見直しチラシ 

■家族が事故の原因を作っていたら・・・

施設で事故が起こると、施設の責任ばかり激しく
追求する家族がいます。しかし、「問題行動がある
と介護できない」と言って、家族が自分たちの都合
で医師に向精神薬の処方を求めていたとしたらどう
でしょう。施設での転倒の根本原因を作っているの
は家族なのです。施設は事故防止のための対策で知
恵を出すと同時に、これらの活動を逐一家族に知ら
せて、家族にも事故防止に対して家族としての責任
と役割があることを認識してもらうべきではないで
しょうか？ 
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